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天・地・人の技法

――反 からみる生の安定――

髙 野 暁 子

Ⅰ はじめに

本論は、平安期より行われてきた呪的技法「反
へんばい

」

（ は閉の旧字体。以下では旧字体のまま記す）に焦

点を当て、生の安定を実現する方途について検討す

るものである。反 とは、中国に起源を持ち、邪気

を払って身を守る効用があるとされている。主とし

て陰陽師が行っていたが、修験道や芸能にも取り入

れられ、日本独自の展開をみせてきた。ここではと

りわけ、移動儀礼としての反 を取り上げることで、

ある場から別の場へと移り行く、その時間経過にお

ける人のありようを浮かび上がらせたいと考えてい

る。

時の流れのなかで人の生が変容していくという考

えは、教育学を成り立たせている根幹だと言ってよ

い。子どもの成長過程に留意して適切な働きかけを

行うことを主張する教授学や、成長を段階的に上昇

していくモデルとして確立させた発達概念は、今日

では馴染み深いものになっている。だが、歴史的観

点からすれば、こうした考えは、社会の産業化・文

明化を背景にした人類の進歩と相即し、それを支え

るような極めて近代的な発想のもとに成り立つもの

であったと言われる 。そこでは、外部からの働きか

けにより漸次変化していく子どもの成長が、社会を

よりよい状態へと向かわせる原動力として位置づけ

られていく。人が時の経過に伴って上昇するイメー

ジは、社会が継続的に進歩するイメージと結びつい

て、明るい未来を展望するのである。

このような成長観は、自然や社会をめぐる様々な

事態によって、今日では多く疑問視されている。例

えば、環境問題や経済格差などを見ると、人類の進

歩が必ずしも明るい未来を保証するものではなく、

むしろ不安を増幅させ、生を脅かす場合もあること

を窺わせる。進歩それ自体を見つめ直し、その有限

性を自覚することが求められているのではないか。

この点について、幾つかのデータを用いて論じてい

るのが、見田宗介である。見田は、世界のエネルギー

消費や人口の増加率の推移を参照し、今日が「加速

度的な増殖」の最終局面を迎え、「安定平衡系」に向

かっていることを指摘している 。地球という有限

な空間のなかで人間が生き続けようとするならば、

大きく変化してきた成長の推移が下方に修正される

「変曲点」をもたなければならないはずだという。歴

史が加速し続けると考えられていた時期は、人の歴

史における「近代」という大爆発期が有する固有の

特質であり、それ自体持続しないものだと見られて

いる。そして、推移の変曲点に当たるのが20世紀後

半の「現代」であり、その先にある「未来社会」に

おいては、安定した持続の局面が想定されるのであ

る。

また、横山俊夫・藤井譲治・川那部浩哉らは、財

団法人京都ゼミナールハウス主催の「京都国際セミ

ナー」において、1989年から1998年までのあいだ、

「安定社会」をキーワードに研究を積み重ねてき

た 。市場原理を適用してきた近代の営みの果てに

登場する将来的なあり方として「安定社会」が想定

され、歴史学・人類学・農林業などといった多様な

分野から、その意味合いや動態が追及されている。

「安定」に注目することで、動乱の部分に光を当てる

立場からは見えにくかった社会像や人の生き方を提

示していく試みだとも言えよう。ここには、先進諸

国を取り巻く「活性化」と、それによってもたらさ

れた社会・環境の行方を深く反省し、生命を閉塞さ

せない生き方を追及しようという意図が込められて

いる。

これらはいずれも、近代の「成長」に対抗する概

念として「安定」した歴史・「安定」した社会を指向

している。確かに、人類の進歩の有限性を認め、そ

の上で生きていく道を模索するのであれば、「安定」

というあり方に光を当てるのは、一つの方向だと言

えるかもしれない。そうすると、近代的な進歩と連

関してきた人の成長や発達の概念もまた見直しを迫
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られ、安定期に即したあり方を示すことが課題と

なってくるだろう 。ここでは、かかる指摘を踏ま

え、「安定」を主題とした論を展開することを目指す。

とりわけ、人の生に目を向け、そこから窺える安定

のための知恵や工夫をすくい出していく。

歴史を遡ってみると、安定を目指した生き方が少

なくないことに気づく。そこでは、例えば「安」「鎮」

「保」といった言葉で安定性が語られる場合もある

が、記された文脈からそれと判断できる場合もある。

もちろんそうした時代においても、加齢による変化

への観念が見られなかったというわけではなく、子

どもの成長に対する配慮なども当時記された文書や

儀礼から窺うことができる。だが、それとは別に、

変化それ自体を極力避け、安定を保とうとする方向

もまた目指されることがあった。そして、より古い

時代にその役割を専らとしたものの一つが、平安期

に職業化された陰陽師である 。陰陽師は、占筮や呪

術や祭祀をなし、とりわけ現世の利益に処したと言

われている。陰陽師が人々の求めに応じて行ってき

たことは幾つかあるが、その一つがここで論の俎上

に載せる反 に他ならない。つまり反 は、「成長」

や「発達」とは異なる人のあり方に深く関連するの

である。加えて、そこには人と人を取り巻く外界と

の関わりが垣間見え、そうした関わりのなかで生き

ていくために必要だと考えられていた当時の知恵が

示されている。

陰陽師の反 は、既に室町期の辞典『下学集』（文

安元（1444）年）や江戸期の有職故実書『貞丈雑記』

（天保十四（1843）年）に取り上げられ解説がなされ

ていたが、そこから詳細を知ることは困難であった。

1980年代まではその流れを受けて、反 の次第と効

用をより精密にすくい出すことが課題となり、日本

の史料のみならず中国の史料も用いて解明がなされ

た 。後に新たな史料が発見され反 の次第が明ら

かになると、そこに書かれた作法の意味や特質を追

究する作業が行われるようになり 、平安期や鎌倉

期の諸記録と合わせて分析することで、それが実修

された状況や歴史性も浮き彫りとなった 。他方で、

各地の民俗芸能に組み込まれた反 にも注意が向け

られ、地理的な伝播や土着の信仰に結びついた変容

の実態も示されてきている 。こうした業績が重ね

られて、今日では反 についてより具体的なことが

わかりつつある。だが、これまでの諸研究は、反

の実態を追うことに重きを置きがちで、その技法の

背景にある人という存在への理解や行為することの

意味を深く掘り下げることはほとんどなかった。土

着の信仰と関わらせて反 を読み解く立場において

も、芸能の次第における反 の位置づけと役割と

いった点に言及することが多く、それ自体に込めら

れた生のあり方に関わる人性観にはあまり立ち入っ

ていない。確かに、反 の実態については未だ探る

べき点があり、それを明確にすることは今日の重要

課題だと言えるだろう。とはいえ、現時点でわかっ

ていることや残された史料を参照することで、語ら

れる側面が存在しないわけではない。そこで本論は、

これまでの業績を踏まえつつ、生の安定という観点

から反 を読み解いていくことにする。その課題に

取り組むため、ここでは様々な分野の基礎ともいう

べき陰陽師の作法に接近し、そこにおける生につい

ての考えを抽出することにしよう。

陰陽道における反 の成立は十世紀半ばと見ら

れ、院政期にはその作法が完備されたと位置づけら

れている 。とりわけ藤原摂関家が勢力を持った時

期と軌を一にしており、彼らの手による日記や当時

の諸記録には反 の文字が散見される。鎌倉期にな

ると、その呪術性は薄まったようだが、成立・定着

期には藤原摂関家をめぐる人々のなかで重用され

た。したがって、本論が目を向けるのも、多くはそ

うした勢力が拡大した十世紀後半から十一世紀前半

になっていくだろう。

陰陽師が反 を行った状況としては、移徒法・一

部の陰陽道祭・出行儀礼・賭弓や相撲などの勝負事

が挙げられている 。いずれも、反 が持つ効用が重

視され取り入れられたのであるが、このなかでもと

りわけ移徒法と出行儀礼に注目したい。前者は、貴

人が邸宅をかえるいわゆる引っ越しであり、後者は

天皇の行幸や臣下の着陣・着座を主に指している。

すなわち、今ここの場から先のかの場へと移動する

ときに、反 が行われたのである。こうした、生涯

のなかで幾度か訪れる場面に呪的技法が用いられた

ということは、移動が当時の一定の人々にとって重

要な意味を持ち、しかもそれを平穏無事に乗り切る

ことが彼らの生活上の課題だったのではないかとい

う予測が立つ。この技法が介在しなければ、移動す

ることができないような状況が当時にはあったと見

られる。

本論では、移動の際に行われた反 の詳細を窺う

ため、以下の手順で論を進めたいと思う。はじめに、
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反 が求められる前提となった平安期の時代状況

を、生の安定を脅かす事態に即して見ていく。その

際、検討の鍵として当時の「災い」に対する解釈に

光を当てたい。続いて、人が移動しなければならな

い場がどのような性質のものであったのかを確認

し、さらに、反 の作法に目を転じて、人と移動す

る場とを結びつける術者の様相を検討する。最後に、

それまでの作業を踏まえて、人が移動することの意

味を当時の考えに即してまとめる。こうすることで、

技法の背後にある安定のための知恵や工夫を学ぶこ

とができると思われる。

Ⅱ 反 が行われた土壌

反 が日本で行われるようになった平安期につい

て、これまでどのようなことが言われてきたのだろ

うか。多くは、王朝文学や和歌から窺える貴族の華

やかで風流な生活が思い描かれるのかもしれない。

だが、川尻秋生の研究によれば、この時代は、飢饉・

疫病・噴火・地震などの自然災害や数々の戦乱によ

る殺傷・荒廃が多発した動乱期だったという 。前時

代よりも物質的に豊かだと推測される平安期の生活

が、実は死と隣り合わせで常に揺らぎ続けていたと

いうことが、当時の文学や日記や祭祀記録などを通

して指摘されている。このことは、考古学や地学と

いった分野からも明らかにされてきており、そこか

ら当時の自然災害の凄まじさを知ることができ

る 。もちろん天災や病の流行や戦乱は他の時代で

も見られたのであるが、平安期を生きた人々が生の

危機に向き合っていたことは、特筆すべきことだと

言ってよい。こうした、生が脅かされるような不安

定な事態を、広く「災い」と言うことができる。当

時の貴族社会では、この災いについて正確に把握し

適切な対応をとることが求められていた。

災いの実態はともかく、それをめぐる解釈の部分

には歴史性がある。とりわけ平安期の特質として挙

げられる解釈の転換点を、ここで整理しておきたい。

災因観の一端がわかる古い例として、これまで『古

事記』崇神の段あるいは『日本書紀』崇神紀の記述

が挙げられてきた。崇神天皇の時代、疫病が発生し

多くの人々が死に絶えそうになったとき、大物主神

が天皇の夢に現れ、疫病は自分が起こしたものであ

ること、意富多多泥古に自分を祀らせるならば国は

穏やかになることを告げ、これを受けた天皇が河内

国に該当する人物を探し出して神官とし、御諸山に

大物主神を祀らせた、という記述である。これによ

れば、疫病の原因は「神気」であり、その神にふさ

わしい祭祀を執り行えば平穏が訪れることになる。

災いの背後に神のような霊妙な存在の求めがあった

ことをここに認めることができよう。祭祀のしかた

も含め、霊妙な存在に対してふさわしくない行為を

した場合、警告や祟りとして災いが降りかかるので

ある。災いをもたらすものが神であるならば、それ

への適切な祭祀が災いの回避につながっていくので

あって、実際律令には、疫病や自然災害を鎮める祭

が記されている。だが、平安初期ほどまでは、必ず

しも災いを霊妙な存在に結びつけ祭祀によって解決

を図ろうとしたわけではなかった。特に中国思想に

造詣が深かった平城天皇・嵯峨天皇・淳和天皇が祟

りや呪術に消極的だったことは、既に指摘されると

ころである 。

こうした状況が変化していくのは、嵯峨天皇（上

皇）死後の頃からだと言われている。大きな転機と

なったのが、藤原良房が不可解な自然現象「物恠」

に死霊の祟りが関わるかどうかを問い、学者たちが

中国古典を引きながら霊の祟りが怪しげな現象を起

こすこと、それを明らかにするために卜筮が有効で

あることを述べた承和十一（844）年の朝議であった。

この朝議について、山下克明は、災害や怪異現象が

祟りであり、それを明らかにするのが卜占であるこ

とを「朝廷＝国家」が宣言したものだとし、その後

こうした「日本的災異解釈」が定着していったと見

る 。また、平安期の瑞祥と災異の件数を調査した村

山修一によれば、災異の数は、承和の朝議があった

仁明朝から急速に増え、清和朝・陽成朝・光孝朝（九

世紀後半）は特に多い 。確かにこの時期は、記録か

ら見ても地震や噴火が多発していたのだが、それと

同時に、不可解な自然現象をも災いに結びつけて敏

感に反応する貴人たちの態度を窺うことができるだ

ろう。

このように、災いは次第に霊妙な存在の祟りとし

て平安期を生きる人々の身近に潜むようになった。

彼らは、常に己の周囲に祟りがありうることを前提

にして生活していかなければならないのである。祟

られるというのは、生が不安定になる状態であり、

したがってそのような不安定な状態を避けるために

何らかの方途が必要となっていく。災いを基軸にし

てみれば、変化や変革は決して好ましいものではな
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く、むしろそれを積極的に回避して安定を実現しな

ければならない。こうした災因観を背景にして反

は行われ始めた。祟りが日常にあふれているからこ

そ、この呪的技法の役割は重要性を持つ。自らを脅

かす身近な存在への警戒が、人々の生に深く関わる

のである。

Ⅲ 移行する場の特徴

(1) 外界

反 は、天皇や貴族の外出の際に行われることが

あった。この理由として、外出するものを権威づけ

る役割や、儀礼としての慣例化が挙げられているが、

もちろん呪的技法としての効用を踏まえた例も認め

られる。まずは、それを見ていこう。

『親信卿記 』天延元（973）年六月十一日の条に、

「（昨今物忌也、仍
(安倍)

晴明宿祢覆推勘申云、可行者、有

行幸事、但不候宿之人不昇殿上 神嘉殿上、欲出御

間、従侍西遣戸、召上晴明宿祢、即於西令奉仕小反
・・・

、

便主上従西戸御出、此事可問先例）（引用文における

傍点は全て筆者） 」という記述が存する。これは、

円融天皇が十一月の月次祭において、中和院へと行

幸するときの記録の一部である。ここで反 が行わ

れているのだが、当時こういった例はなかったよう

で、陰陽師安倍晴明による新たな試みであったこと

を窺わせる。では、何故晴明は反 を行ったのであ

ろうか。

注目すべきは、この日が物忌だったということで

ある。物忌とは、平安貴族たちが関わった禁忌の一

つであり、とりわけ災いを避けるため、自宅などに

籠って身を慎むことを指す。すなわち、天延元年六

月十一日は、天皇が自ら外出を控え引き籠っていな

ければならない日に当たっていたのである。当時の

貴族社会では、自宅に籠ることは災いの回避として

有効な手段であった。貴人たちは、災いに遭わない

ために、予め物忌日があることを推断して自らの行

動を規制していたと見てよい。したがって、物忌を

めぐる知識は、彼らが生活する上で必要不可欠なも

のとなっていく。

その種類は大きく二つにわけられる。一つは、暦

の上で予め定められた物忌日である。藤原道長の日

記『御堂関白記』を検討した加納重文によれば、物

忌日は、月節と十干との相関関係によって定めるこ

とができ、正月節丙丁・庚辛、二月節甲乙・戊己・

壬癸、三月節甲乙などといった区分があるという 。

物忌日には規則性があり、それが月日の流れのもと

に定められていたことが、ここで明らかとなる。慎

むべき日は、暦に予め注記でき、そこから行動の規

制がなされていたと見られている。また、加納の方

法を踏襲した藤本勝義は、道長の寛弘七（1010）年

七月から同年十二月の物忌日を、七月節戊己・庚辛、

八月節なし、九月節丙丁・庚辛などと整理しつつ、

それでもなお原則に外れる日が出てくることを指摘

している 。藤本は、月節や十干だけではなく干支や

他の禁忌日との関わりも視野に入れており、物忌の

判断基準のわかりにくさを述べているのだが、いず

れにせよ、物忌は月日の流れに規定される側面が

あったようである。

いま一つの物忌とは、不意に起こる事態への対処

として指定される場合である。例えば『小右記 』寛

仁元（1017）年九月十五日の条に「今日物忌、（一日

鼠怪）、吉平覆推云、卯・午人可慎病事、余者可致用

心、可慎口舌事、仍只開西門、近門等不開 」といっ

た記述が見られる。この五日前の九月十日、藤原実

資の邸宅で、ねずみが書一巻を破損させるという不

可解な出来事が起こった。そこで、陰陽師安倍吉平

が占いをなし、卯年と午年の人が病事と口舌を慎む

よう説いたというのである。吉平はこのとき、慎む

べき人だけではなく、慎む期間や日時も指定してい

る。当時の物忌の多くは、このように、奇怪な出来

事があればそれを何らかの祟りだと見なし、陰陽師

がその内実を占って、祟りによる災いを避けるため

の方途を示すという形でなされた 。不可解な現象

が、旱魃や疫病といった広範囲に及ぶ事態や国家的

な寺社に起これば朝廷が対処を迫られ、貴族の邸宅

や氏族ゆかりの寺社で起こればその氏や家の長が中

心となって対処することになっていたという 。対

処を怠れば、災いがその身に降りかかると考えられ

ていたため、現象を察知して慎むことは、己を災い

から守ることにつながった。上記の実資の場合であ

れば、実資本人が、家に籠って災いを回避しなけれ

ばならないのである。このように、物忌は、暦で予

め規定できるような場合だけでなく、不規則な事態

から導き出される場合もあった。上記の実資の例は

動物の行動であったが、他に夢想や建物の鳴動など

も不可解な現象として認められ、物忌の契機となっ

ている。突発的な出来事もまた災いの予兆として慎

むべき日の指定につながったのである。
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かくして、人々は、指定された日時にしたがって

自邸などに籠ったのであるが、その方法は必ずしも

一定ではなかった。例えば、実資は上記の場合だと、

近門は閉じ西門は開けていたらしい。その他、寛弘

二（1005）年十一月九日の「夢物忌」では西門を閉

ざし、長和四（1015）年四月二日ではただ「閉門」

とある。既に明らかにされていることだが、物忌み

には軽重や重要性に差があり、その度合いによって

門の開閉や人の出入りなどをかえていたという 。

また、物忌をする当事者の社会的立場によって、方

法や意味づけが異なっていた可能性も指摘されてい

る 。これらを踏まえると、物忌の効用にどれほどの

信頼性があったのか疑う余地もありそうだが、それ

でも指定された日時に自邸に籠るという行為それ自

体は、貴人たちの間で続けて行われていった。この

点に留意すれば、災いの回避の一方法として、物忌

が彼らの生の安定に寄与していたことを否定するわ

けにはいかない。身に降りかかる災いから逃れるた

めには、門と閉ざして自邸に籠り、外への出入りを

慎むことが、自らに課されたのである。

こうした物忌の規定を見ると、自邸という場とそ

の外部との明確な線引きを窺うことができる。それ

は、月日の流れによって規定された場合でも不意の

現象によって予測された場合でも同様である。つま

り、物忌とは、自邸と外との境界を浮き彫りにし、

外界との接触を拒む「内」という場をつくる行為に

他ならない。物忌をする人にとって、自邸は災いを

避けられる場であるが、自邸がそうした意味を持つ

ことで、自邸の外部は災いが引き起こされるかもし

れない場となりうる。物忌のときの外界とは、危険

を孕む警戒すべきところなのである。先に見た、安

倍晴明による円融天皇の反 は、このような危機的

な外界の存在を前提に行われた出来事だった。天皇

は己の拠点に籠っていなければならない状態であ

り、それを破って外に出ることは、災いを受ける可

能性に向かって進んでいくということにつながる。

外界に出ることは生の安定を脅かすが故に、必ずし

も当事者の意のままに行われることではなかったの

である。

(2) 目的地

住まいを移ることは、貴人らにとって生活の拠点

がかわる大きな転換であるとともに、充分な警戒が

必要であった。この一大事に反 がその役割を果た

す。当時の貴族たちの日記や記録を見ると、例えば、

『小右記』寛和元（985）年五月七日の条には「辛亥、

雨、戌時帰小野宮、以陰陽允
(縣)

奉平令反
・・

、先是於小

野宮令散供、此宅留守男給疋絹、又下女等令賜信濃

布等 」といった記述があり、『権記 』長保二（1000）

年十月十一日の条には「戌二剋主上出御南殿…事□

晴明朝臣奉仕御
・
反
・・

」「次御輿自西中門参進…出自西

門、入自陽明門…未到南階之前、晴明朝臣奉仕御
・

反
・・

」と書かれている。前者は、藤原実資が小野宮

という邸宅に移ったときの記録で、移 に反 が用

いられた古い事例だと見られている。後者は、内裏

火災のため仮御所にいた一条天皇が、新造された内

裏へと移るときの記録で、安倍晴明が初めて新宅の

移 に反 を用いた事例である。天皇と臣下の違い、

あるいは行われた時期の違いから、これらは決して

同じ内容ではないのだが、いずれも移 法として反

が用いられている点に目が行く 。移 には他に、

五穀・酒・生牛乳の散供や黄牛という呪的な動物の

牽立など様々な作法があって、反 はその次第のな

かでも、主としてこれからの拠点となる場へ入って

いくときに貴人に先立って行われる 。このような、

邸宅をかえるときに注視しなければならないのは、

目的地となる次の住まいであった。何故なら、そこ

には既に人々が配慮しなければならない霊妙なもの

が存在しているからである。

『左経記 』長元五（1032）年四月四日の条には、

陰陽師賀茂保憲の言として、「牽黄牛是厭土公之

意 」という見解を記している。移 に用いられる黄

牛の意味を取り上げ、それを土公神の鎮めのためだ

と述べているのである。土公神とは、陰陽道に関わ

りのある遊行神で、春は竈、夏は門、秋は井戸、冬

は庭に鎮座しているという。当時の日記や文学によ

れば、この土公神は人に祟りをなし、それが原因で

病に罹る場合があった。つまり、貴人の住まいには、

人に祟るおそれのある神が存在していたのである。

では、土公神は、どのようなときに祟りをなすので

あろうか。邸宅の建立という点から見ていきたい。

繁田信一の研究によれば、土公神は「犯土」とい

う行為を嫌う特質があったという 。「犯土」とは土

を掘り返すことで、陰陽道ではとりわけ三尺（91.5

センチメートル）より深くまで手を入れることを指

していた。つまり、陰陽道の見解では、三尺を過ぎ

なければ害はないのだが、貴人が住むような大きな

建物を造作するときには「犯土」となり、土公神が
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祟って害が及ぶ危険性が生じてくる。もし「犯土」

による祟りがあった場合、最大で三十五歩（約140平

方メートル）の範囲まで害が及ぶため、都市におい

ては多くの人々に影響があったと見られている。し

たがって、「犯土」は、邸宅を建立した当事者のみな

らず、その周辺の人々にも決して無視できない事態

だった。住まいを建てるということは、当時の貴人

たちにとって、土公神の祟りの可能性を念頭に置き

ながら行われるものなのである。自らの拠点を築こ

うとする人と土地に深く関わる神とのせめぎ合い

が、ここには表れている。

また、土公神以外にも、住まいには様々な神が存

すると考えられていた。門・戸・井戸・庭・竈・厠

など、居住するにあたって不可欠な、あらゆるとこ

ろに認められていたのである。先にも触れた繁田は、

別のところで、とりわけ竈神の祟りを取り上げ、そ

の危険性を指摘している 。この竈神は、火の神であ

り火所である竈付近に祀られる神で、庶民の間でも

馴染みの深い存在である。身近である一方、たびた

び人に祟りをなし、それが土公神と同様に病として

現れることがあった。実際、安倍晴明の占書である

『占事略決』占病祟法第二十七には、病を引き起こす

霊妙な存在として鬼神や土公神とともに竈神が挙げ

られており 、貴族の日記にも、陰陽師が病の原因を

竈神の祟りと見なして解除や散供を行ったという記

述が残っている。竈神は、住まいの主要な神であり

ながら人に祟りをなす存在でもあり、したがってそ

こに住まう人々は、神への配慮と祟りへの警戒が求

められたのである。当時の移 の次第を見ると、新

しい住まいに移動したあと、邸宅内の各神に対して

祭祀が行われていたことがわかる。これから住まう

邸宅に移るときには、まず既に存在している家の

神々に対して相応の配慮をなし、そうした上ではじ

めて人はそこを住まいにできるのだと見てよい。こ

うした神々への祭祀が、移 の中核であったという

指摘もなされている 。

以上のように見ていくと、邸宅は決して住人に

とって平穏な場ではなく、ときに身を脅かすような

可能性を孕むものであった。そこには、土地に関わ

る土公神や家の神々が既に存在しているのであり、

人はそれらの神への配慮なしには、居住ができな

かったのである。神にとって人は、新たに介入して

くる異質なものに他ならない。したがって、たとえ

家の長であっても、住まいを建てそこに移るという

ことは、常に危険が伴う行為だった。移動する目的

の地である次の住まいが、彼らにとって警戒すべき

ところなのである。反 がなされたのは、このよう

な、危険性をおびる新たな場へと移動するときで

あった。住まいは人が生きていく上で不可欠なもの

だが、そこへ入り込むためには、反 という媒介が

求められたのである。

Ⅳ 反 の仕組みと効用

出行や移 をする際に行われた反 とは、どのよ

うなものだったのだろうか。ここでは、その反 の

作法を『小反 作法 護身法』（以下『小反 作法』）

に依拠して見ていこう 。これは、1980年代に公開さ

れた安倍家に伝わる書物の一つで、筆写されたのは

建長二（1250）年と見られているが、少なくとも仁

平四（1154）年には成立していたようである 。ここ

から、安倍家流の反 の次第をある程度把握するこ

とができる。ただし、これが先に引用した事例の反

と全く一致するとは限らない。反 は、同じ陰陽

師でも各家によって作法が異なっていた可能性があ

るのに加え、実施する時期や状況によって内容が

違っていた場合も想定されるからである。また、反

には「大反 」や「小反 」という区分があるの

だが、ここで参照する史料は「小反 」の作法を記

したものあって、その他については不明なままであ

る。こうした制約はあるのだが、『小反 作法』が、

陰陽師の反 の作法を知る手がかりになるとは言え

るだろう。以下ではまず、この史料をもとに、反

作法の概要を記す。なお、便宜上順次番号を付し、

呪言の内容は省略した。

（一）先向出之便門申事由於玉女

（二）次観五気三打天鼓而臨目思

（三）次勧請呪

（四）次天門呪

（五）次地戸呪

（六）次玉女呪

（七）次刀禁呪 取刀可頌

（八）次四縦五横呪 印

（九）次禹歩

（十）次禹歩立留呪曰

（十一）次六歩 秘呪
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このような、十一行程から小反 は成る。これを

さらに見ていくと（一）で反 における主要な神格

である「玉女」に出かける事由を述べ、（二）で五気

を観想する。五気は、肝・肺・心・腎・脾の五臓か

ら出てくる気で、それぞれ青龍・白虎・朱雀・玄武・

黄龍へとかわり、術者の左右前後上を取り囲む。（三）

では（一）で登場した玉女をはじめ、竜樹菩薩や馬

鳴菩薩、伏犠や神農など、宗教を超えた多様な神格

が勧請され、（四）から（七）までは勧請された神格

にもとづいて呪を唱える。なお、目的によっては内

容をかえて行わなければならない呪もあったようで

ある 。（八）では呪を唱えながら刀で印を書く。縦

に朱雀・玄武・白虎・勾陳とし、横に帝公・文王・

三台・玉女・青龍としている（図１）。（九）で北斗

七星に関わる九星の名を唱えながら「禹歩」という

呪的動作を行い（図２）、（十）で立ち止まって呪を

唱える。（十一）で「乾坤元亨利貞」と唱えながら六

歩進む。以上の流れが、反 の全体像である。神格

の勧請や呪言、あるいは刀や身体を用いた呪術に

よって、この技法が構成されているのがわかる。

では、続いて反 の具体的な効用を、次第の意味

とともに探っていこう。史料に書かれている記述に

よれば、それらは術者を守護するとともに、術者が

対峙する局面に働きかける役割を担っていた。例え

ば、（二）で観想される五気は、術者の前後左右上に

位置することでその者を守護することができ、（三）

や（六）などで登場する神格は、呪言によって術者

のもとに迎えられ、同じように術者を守護すること

が求められている。（三）の勧請呪では、「所傳此法

蒙益□□天判地理早得験貴…」というように、術者

に益をもたらすことが乞われ、（六）の玉女呪は「来

護我身無令百鬼中傷…」などといった形で、術者の

身を護ることが明確に唱えられる。また、（五）の地

戸呪は、「有来追秘者従此極棄車来者折其両軸騎馬来

者暗其目歩行来者腫足揚兵来者令自伏不敢赴…」と

いった内容であり、この場合は、術者の守護という

よりもむしろ相手に災いが起こることを直接祈願す

る呪言として位置づく。追ってくるものを遠ざける、

車で来るものにはその車の軸を折る、騎馬で来るも

のにはその目を暗くさせる、といった文言は、術者

を襲う存在に災いが引き起こされることを予め述べ

ておくものである。こうした呪言により、術者の危

機的状況が変転し、それが相手へと向かっていくこ

とが期待されていると見てよい。

さらに、反 の効用を考える上で注目されるのが、

（九）の禹歩である。これは、元々反 とは独立した

形で成立した特殊な技法で、中国では旅の安全祈願

や病の治療、入山術として用いられた 。主として巫

術や医術としてその効果が認められたが、北斗七星

への信仰に基づいて反 と結びつき、それが陰陽道

のなかで取り入れられ整えられていったと推定され

ている 。今日、民俗芸能で行われている反 は、陰

陽道の反 作法全体というよりも、この禹歩を再構

成したものであり、足を用いた技法の日本的理解を

知る手がかりともなるものである。図２からも明ら

かなように、陰陽道の禹歩は、足を左・右・左、右・

左・右、左・右・左というように進め、一足ごとに

天逢・天衡・天内・天輔・天禽・天心・天柱・天英・

天任の九星が当てはめられている。この足捌きと星

の関係については、足を踏むことで星神を勧請する

という捉え方があり 、九足歩いた足跡が北斗七星

の形に結びつくという考えもできる のだが、いず

れにせよ、星が足によって現れているところにその

特質があると解してよい。このことは、天の原理が

術者の足によって大地に印されるということを意味

する。陰陽道において重要な位置を占める夜空の

星々が、術者の身体を介して大地に表されるのであ

る。ここに、天・地・人が一体化する原理を見出す

ことができるだろう。

反 の効用は、この天・地・人の一体化によって

図１ 図２
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さらに高まると見なしてよい。一連の反 の流れを

辿ると、禹歩はその終わりのほう、既に術者の周囲

が神格によって守護され、術者を襲う対象に呪言が

かけられた後に行われていることがわかる。禹歩す

る術者の身体は、このとき、あらゆる脅威から守ら

れているような状態になっているのであり、禹歩に

よる天・地・人の一体化は、こうした術者が行うか

らこそ大いなる効力を発揮するのだと解される。こ

のような捉え方からすると、先に行われる神格の勧

請や呪言による災いの変転は、反 の終局のための

準備だとも位置づけられよう。反 の最後になされ

る（十一）の六歩も、禹歩のような九星ではないが、

「乾坤元亨利貞」という天の原理が深く関わってお

り、同様の考えで捉えることができる。つまり反

は、その終局に向かってより強力な守護を目指して

いく技法なのである。

こうして、強力な守護が出現した後には、実際に

出行や移 をしなければならない貴人側も、術者を

追う形でそこに介在していたらしい。院政期の例だ

が、『台記 』保延二（1136）年十月十一日の条に、

藤原頼長が着座のために外出する際、陰陽師賀茂宗

憲に促されて彼の跡を歩いたという記述が残されて

いる 。天・地・人の人には、術者だけではなく貴人

もまた含まれていたことを、ここから窺うことがで

きる。一方には、効力を生み出し先導する術者すな

わち陰陽師が、もう一方には、その跡を辿る貴人が、

ここに関わっていくのであった。天の原理と大地の

はざまで動くのは、術者ばかりではなかったと解さ

れる 。

以上、反 の実態をその次第から見てきた。反

は、観想や呪言や呪的動作などから構成される、そ

れ自体複雑な技法であり、登場する神格もまた多様

性を持っていた。宗教を超えた神格らに依拠しなが

ら一連の手順を踏んでいくことで、反 というまと

まった技法がなされるのである。そして効用の面か

らすれば、術者を守護し、術者を取り巻く状況に働

きかけ、そうした上で術者が自ら動いて守護を固め

るという整合した流れを読み取ることもできた。禹

歩という呪的身体動作があるように、反 は災いを

回避できる術者と天の原理と術者が位置する大地と

の一体化によって、効力を高める性質を持つ。そし

て、その効力に依拠して貴人も技法のなかに入って

いくのである。反 は、天・地・人の一体化を術者

自身の行為によって表してみせる技法に他ならな

い。

Ⅴ 移動するということ

これまで見てきたように、平安貴族の生活には、

常に災いが起こりうる場というものが存在してい

た。月日の流れや不意の現象をもとに予測されるも

のから人が住まう邸宅にまで、あらゆるところに危

機的な場があり、そこには身を脅かす契機が孕まれ

ているのである。だが、そういったものが身近に溢

れていればいるほど、接する機会は増加していく。

陰陽師による反 は、こうした状況を受けて行われ

たものだった。では、こうした、反 をめぐる貴人

たちの生についての考えを改めて整理してみること

にしよう。

注意したいのは、貴人たちが想定している場と人

との関わりである。彼らの発想によれば、まず存在

するのは人の外にある危機的な場であり、そこに人

が入り込むという構図になる。移動する人がいて、

向かった先に場があるのではない。人が存在する前

から月日の流れや土地や家には一定の秩序が成り立

ち、それ自体で整合しているのである。人は、外出

し邸宅を建立するような行為をなすことで、その秩

序を破る可能性を持つ。後から介入していく人の行

為が、それまであった秩序を乱すのであり、したがっ

てそこには不調和を表す何らかの事態が起こる。そ

れが平安期の貴人たちが考える災いの一側面だと解

される 。すなわち、災いとは、既存の秩序を人が破

ることによって引き起こされる生活上の危機だと見

てよい。この考えからすれば、人はあくまで既存の

場のなかに新たに住まう卑小な存在なのである。災

いに敏感で、それを予め推測しようとする当時の貴

人たちの態度には、こうした己のあり方が前提とし

てあったと見られる。

既存の秩序への過度の介入が災いとなって身に降

りかかるのであれば、それを回避する必要が生じて

くるのであって、その積極的な方途が反 に他なら

なかった。既に見てきたように、この技法のなかで

は、呪言や呪的動作が行われ強力な守護がつくられ

ていく。災いから逃れるためには、技法によって現

れる神格や天の原理という支えが必要であったと解

される。術者である陰陽師が反 を実修することで、

神格や天の原理がその場に浮上するという特殊性

が、ここで生み出される。他方で、実際の移動者で
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ある貴人たちは、技法によって特殊な状態が現出し

たところに入り込む形で、移動を執り行っていた。

また、藤原頼長のように、陰陽師が大地に浮かび上

がらせた跡を貴人自ら辿っていくことも見られたの

である。これは、陰陽師による天・地・人の印づけ

に己の身体を合わせる発想に他ならない。このよう

な形で技法に関わっていくことにより、貴人の生は

災いに脅かされずより安定した状態を保つことが可

能となった。

かかる構造を持つ反 であったが、さらにここで

注目されるのは、災いが起こりうる場に向けられた

効用の特質である。この技法をめぐる人々の考えに

よれば、それは既存の秩序を人の都合に即して全く

作り変えてしまうものではなかった。反 は、人が

移動しなければならないときに災いに遭わないよ

う、一時的に特異な状態を表出させる技法であって、

決して持続するものではなく、またそこには、月日

の流れに抗うことや移動先に潜む神々の消滅を狙う

という発想もなかった。実際、諸記録を見ても、反

が行われた後に暦のあり方が変化することや神が

排除されるようなことは、確認されないのである。

反 は、既存の秩序そのものをつくり直すというよ

りも、むしろ術者が行為するまさにその時にだけ、

安全な場を生み出すことができる技法として行われ

た。本来なら不安定な状況であるところに、わずか

な防御部分を表出させることが、その眼目なのであ

る。反 は、災いという変化に極力遭遇しないため

の方途だと言える。

このように、当時の貴人たちには、己の存在によっ

て起こりうる災いの場と、それを乗り越えさせてく

れる陰陽師の技法があった。人は生活する上で、既

存の秩序を破ってしまい、それが災いとなってその

人自身に降りかかるのであるが、それを恐れて全く

行動しないというのには限界があっただろう。そこ

で、陰陽師が反 を行い天・地・人の一体化を作り

出すことで、危機をできるだけ回避したのである。

陰陽師は、災いの場と貴人とを結びつける媒介者で

あり、貴人は、かれらの術を通して己の生の安定を

保ったのだと見てよい。移動するということは、当

時の人々にとって生が脅かされる危険を孕むが、陰

陽師による天の原理や大地での動作によって、安定

した状態をつくることができたのである。

Ⅵ おわりに

平安期は、災いという好ましくない変化が多く想

定された時代であり、そこに生きる貴人たちは、月

日の流れや祟りを見出して対応した。彼らにとって

変化するということは、一面において、災いに結び

つくような危機であったため、そうではない状態、

すなわち平穏無事な安定した状態が求められたので

ある。人が、既存の秩序に対して何らかの不調和を

もたらす存在だと考えられている以上、平穏無事に

そこに入り込んでいくことは非常に重要であった。

だが、生の安定のために用いられた反 の効力は持

続的なものではない。反 によって生み出された

天・地・人の一体化は、それがなされた時にのみ実

効性を発揮するのである。そのため、貴人たちは生

きていくなかで、繰り返し災いへの対応をしなけれ

ばならなかった。平安期における人々の生は、不可

避的に訪れる各場面での危機を、そのつど乗り越え

ることの繰り返しで保たれうると言ってよい。受け

入れがたい変化の流れを安定の方向に持っていくこ

との積み重ねが、彼らの生を継続させているのであ

る。こういったありようは、加齢による成長の観点

とは異なる次元にあり、一方に向かった進歩や上昇

のイメージでもない。確かに、技法を行う上で災い

を転じる状態が作り出されているが、それは反 を

めぐる人々の変化というよりも、変化してしまう状

態を予め避けるための対処である。ここには、変化

を極力抑えることに価値を見出す生き方が認められ

る。このような平安期の貴人たちの生き方は、祟り

の存在を信じ呪的技法に依拠するような、神秘的な

側面を持つと言えるかもしれない。だがその一方で、

人という存在が及ぼしかねない悪影響や平穏無事に

生きていくことの難しさを示すものでもある。

本論は、加速度的増殖や動乱の時代から安定期に

移るという歴史観を前提に、生の安定を実現する知

恵を探ってきた。そこから見えた平安期の貴人たち

の発想には、災いが起こりうる既存の秩序を退ける

ことなく、その中に己のささやかな安全性を確保し

ようとする姿勢があった。生の安定は、先に存する

調和に配慮し、陰陽師という術者の手引きを通じ、

天の原理を支えとすることでもたらされる。本論は、

このような平安期の技法をめぐる発想をそのまま今

日に導入しようと主張するわけではない。しかし、

社会の面からも環境の面からも過度の上昇が退けら
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れ安定が求められる今日において、既存の秩序に配

慮する当時の生についての考えは、今後さらに掘り

下げるべき要素を多分に持っているように思われ

る。
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